
画 Ｌ

兵
庫
県
洋
菓
子
協
会
で
は

「
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
ジ
ン
ジ
ャ
ー

を
使
っ
た
洋
菓
子
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
開
催
を
決
定
し
た
・

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
神
戸
市

と
大
手
洋
菓
子
メ
ー
カ
ー
７

社
（
本
高
砂
屋
、
コ
ス
モ
ポ

リ
タ
ン
製
菓
、
神
戸
風
月
堂
、

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
製
菓
、
ド
ン

☆
神
戸
新
夢
探
訪
の
洋
菓
子

コ
ン
テ
ス
ト
開
催

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ

神
戸
百
店
会
だ
よ
り

神
戸
百
店
会
だ
よ
り9 5 年ハイカラ博での神戸夢探訪のようす

ク
、
モ
ロ
ゾ
フ
、
ユ
ー
ハ
イ

ム
）
で
構
成
さ
れ
る
神
戸
夢

探
訪
実
行
委
員
会
の
「
新
夢

探
訪
」
の
商
品
開
発
を
目
的

に
企
画
さ
れ
た
。

神
戸
夢
探
訪
は
神
戸
の
洋

菓
子
メ
ー
カ
ー
が
神
戸
ブ
ラ

ン
ド
の
洋
菓
子
を
全
国
に
向

け
発
信
す
る
た
め
に
、
統
一

の
包
装
紙
に
包
ん
で
販
売
。

包
装
紙
の
デ
ザ
イ
ン
は
全
国

に
公
募
し
、
長
田
区
の
女
性

の
作
品
が
選
ば
れ
た
。
今
回

の
「
新
夢
探
訪
」
で
は
神
戸

港
の
姉
妹
港
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
プ
リ
ス
ベ
ー
ン
か
ら

輸
出
さ
れ
て
い
る
ジ
ン
ジ
ャ

唖 鰯
簿
篤

､ Ｗ、

識
一
盃
０
７
８
．
８
７
１
．
５
９
３
《

包
一
の
一

締
一
☆
古
向
架
下
に
海
賊
登
場
！

主

Ｆｊ

馨

生
田
筋
沿
い
の
高
架
下
に

ヌ
ッ
と
顔
を
出
し
て
い
る
海

賊
は
、
４
月
弼
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
の
神
戸
ベ
ル

グ
ル
ー
プ
直
営
「
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
・
ビ
ア
レ
ス
ト
ラ
ン
・

海
賊
キ
ッ
チ
ン
」
。

海
賊
た
ち
の
洞
窟
の
住
み
家

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
店
●
内
に
入

る
と
、
ま
ず
、
海
賊
キ
ッ
チ

－
を
使
っ
て
、
神
戸
の
新
し

い
洋
菓
子
を
生
み
出
し
、
全

国
に
発
信
し
よ
う
と
い
う
も

の
だ
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
６
月
５
日

（
木
）
に
野
村
証
券
（
株
）
神
戸

支
店
に
て
。
参
加
資
格
は
兵

庫
県
洋
菓
子
協
会
会
員
。
１

位
と
２
位
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
旅
行
に

招
待
さ
れ
る
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

兵
庫
県
洋
菓
子
協
会

ａ
０
７
８
．
８
７
１
．
５
９
３
８

Ｉ
＆

る
と
、
ま
ず
、
端

ン
の
通
貨
バ
ッ
カ

（
１
バ
ッ
カ
Ⅱ
銘

〜
型
円
）
に
海
賊

島
銀
行
で
お
金
を

換
金
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
１
人

２
０
０
０
円
（
型

バ
ッ
カ
）
を
最
初

＆

蕊

!;1５
高架下にお店があるので柱はそのまま

に
替
え
て
、
コ
イ
ン
で
料
理

と
引
き
換
え
に
支
払
う
。
な

ん
と
い
っ
て
も
目
玉
は
世
界

最
高
の
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
だ

と
い
う
「
海
賊
ビ
ー
ル
」
（
６

バ
ッ
カ
）
。
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の

季
節
限
定
ビ
ー
ル
や
５
月
に

は
キ
リ
ン
の
神
戸
工
場
が
で

き
、
直
送
の
ビ
ー
ル
も
味
わ

え
る
。
海
賊
た
ち
の
よ
う
に

陽
気
に
豪
快
に
お
酒
が
楽
し

め
そ
う
。

国
海
賊
キ
ッ
チ
ン

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
１
・
旧

営
業
時
間
洞
時
〜
舛
時
釦
分

打
時
卯
分
〜
翠
時
釦
分

念
０
７
８
．
３
９
２
．
０
５
５
５ ｌｚ
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ヨ

Ｍ
Ｉ
Ｉ
群
雛
望
鑑

②
8 ７

Ｔ
Ｏ
Ｐ
‐
Ｃ
Ｓ

③
モ
ロ
ゾ
フ
の
社
長
に
石
原

建
男
専
務
が
就
任

モ
ロ
ゾ
フ
は
３
月
型
Ｒ
、

石
原
建
男
専
務
の
社
長
昇
格

を
発
表
。
橋
本
康
司
社
長
は

会
長
に
、
松
宮
隆
男
会
長
は

相
談
役
に
就
任
し
た
。

●
Ｕ
Ｃ
Ｃ
か
ら
‐
コ
ー
ヒ
ー

の
つ
ぶ
や
き
」
発
刊

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珊
か
ら
ゴ

ー
ヒ
ー
の
つ
ぶ
や
き
（
独
白
戸

が
発
刊
さ
れ
た
。
著
者
は
Ｕ

Ｃ
Ｃ
の
相
談
役
、
木
村
降
吉

氏
。
社
内
報
「
カ
フ
ェ
テ
ラ

ス
』
に
鎚
回
に
わ
た
っ
て
執

筆
し
た
も
の
を
エ
ッ
セ
イ
風

に
ま
と
め
加
筆
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。

木
村
氏
は
平
成
８
年
に
取

締
役
副
会
長
を
辞
任
す
る
ま

で
の
如
年
あ
ま
り
、
コ
ー
ヒ

ー
の
輸
入
、
貿
易
業
務
を
担

当
。
コ
ー
ヒ
ー
を
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
と
り
あ
げ
た
エ

ッ
セ
イ
は
わ
か
り
や
す
く
奥

深
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

③
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
劇
場
で
７
月
４
日
か
ら

加
日
ま
で
公
斌
さ
れ
る
「
イ

サ
ド
ラ
当
琴
ｇ
霞
の
己
目
８
亭

」
主
演
の
元
宝
塚
歌
劇
団
出

身
の
麻
美
れ
い
さ
ん
を
迎
え

て
の
特
別
企
画
、
「
麻
美
れ

い
を
囲
ん
で
楽
し
む
会
』
が

行
わ
れ
る
。

麻美れいさん

公
演
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

交
え
た
歌
と
お
し
ゃ
べ
り
が

楽
し
め
る
。

日
時
／
７
月
８
日
〈
火
）
午
後

６
時
卯
分
〜
８
時
釦
分

開
場
／
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
伯
Ｆ
真
珠
の
問

料
金
／
お
》
人
様
１
０
０
０
０
円

預
金
・
サ
ー
ビ
ス
代
込
み
）

内
容
／
バ
イ
キ
ン
グ
、
フ
リ
ー

ド
リ
ン
ク
付
き 謬謬；

覇

Ｐ
Ｅ
Ｏ
Ｐ
Ｌ
Ｅ

和
装
姿
は
、
神
戸
初
の
お
月

兇
え
と
あ
っ
て
話
題
と
な
っ

★
男
性
も
和
装
で
き
め
る

て
い
る
。
ホ
テ
ル
内
の
和
食

和
食
堂
「
山
里
」

処
と
い
う
場
所
柄
、
結
納
な

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
神
戸
に
ど
の
利
用
も
多
く
、
畳
の
お

あ
る
口
本
料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
部
屋
で
和
食
を
楽
し
ん
で
い

『
山
里
』
で
は
、
マ
ネ
ー
ジ
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
に
違

ヤ
ー
奥
田
悦
久
氏
が
、
和
装
和
感
を
与
え
な
い
た
め
と

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
特
用
。

和
着
付
け
が
だ
ら
し
な
い

女
性
の
中
屑
さ
ん
の
着
物
姿
わ
よ
！
な
ん
て
逆
に
お
客
様

は
、
珍
し
く
な
い
が
、
男
性
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
裸
々
し
い
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
続
腿
に
苛

こ
な
す
ま
で
い
か
な
く
て
…

と
は
、
奥
田
氏
．
い
え
い
え
、

趣
味
で
能
を
舞
わ
れ
て
い
る

氏
の
和
装
姿
は
、
な
か
な
か

堂
に
入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

Ｉ
！
剛

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



土
壁
の
暖
か
さ
が
あ
り
、
南
欧
風
。

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
と
価
格
な

が
ら
も
し
っ
か
り
し
た
料
理
。
ま

ず
は
、
ラ
ン
チ
で
試
し
て
み
て
か

ら
夜
の
コ
ー
ス
に
い
っ
て
み
て

は
？

回
ブ
ラ
シ
ス
リ
ー
リ
ュ
パ
ン

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
２
．
５
．
拍

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
ｉ
ｋ
ビ
ル
３
Ｆ

壷
０
７
８
．
３
９
３
．
３
１
３
３

制
時
釦
分
〜
”
時
（
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
）
制

時
釦
分
〜
指
時
（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
）
＊
お

す
す
め
ラ
ン
チ
￥
９
８
０
パ
ス
タ
ラ
ン
チ

￥
８
０
０
打
時
〜
型
時
（
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ

ム
）
＊
お
す
す
め
デ
ィ
ナ
ー
￥
３
０
０
０

☆
昔
な
が
ら
の
洋
食
を
味
わ

え
る
店

大
丸
神
戸
店
９
階
レ
ス
ト
ラ
ン

街
に
あ
る
「
神
戸
開
花
亭
」
は
昔

な
が
ら
の
神
戸
の
洋
食
が
楽
し
め

る
店
。

「
い
ろ
ん
な
料
理
の
ベ
ー
ス
と
な

る
ソ
ー
ス
は
手
間
暇
か
け
て
作
っ

て
い
ま
す
」
。
支
配
人
の
土
井
平

八
さ
ん
は
基
本
に
い
ち
ば
ん
気
を

落ち着きのある店内

☆
お
い
し
く
て
安
い
の
が
当

り
前
！
ト
ア
ロ
ー
ド
に
ま
た

ブ
ラ
ッ
ス
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

ト
ア
ロ
ー
ド
に
、
３
月
１
日
オ

ー
プ
ン
し
た
「
ブ
ラ
シ
ス
リ
ー
リ

ュ
バ
ン
」
は
、
「
週
２
〜
３
回
は

来
て
も
ら
え
る
店
に
」
と
、
昼
の

ラ
ン
チ
は
、
７
８
０
円
か
ら
、
夜

の
コ
ー
ス
は
３
０
０
０
円
と
、
と

に
か
く
低
価
格
の
設
定
。

「
震
災
ま
で
ト
ァ
ロ
ー
ド
に
あ
っ

た
『
ヘ
ン
リ
ー
の
お
い
し
い
夢
』

っ
て
い
う
小
さ
い
フ
ラ
ン
ス
料
理

屋
さ
ん
。
あ
れ
が
理
想
な
ん
で

す
」
と
オ
ー
ナ
ー
。
拠
席
あ
る

店
内
は
広
々
と
し
て
い
な
が
ら
も

ぴ
っ
と
・
い
ん

＝

脳

議騨

使
う
と
い
う
。
何
日
も
煮
込
ん
だ

ソ
ー
ス
を
使
っ
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ

ー
や
タ
ン
シ
チ
ュ
ー
は
絶
品
。

支
配
人
の
お
す
す
め
は
意
外
な

と
こ
ろ
で
ピ
ラ
フ
。
オ
マ
ー
ル
海

老
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ア
メ
リ
カ
ン

ソ
ー
ス
を
キ
ノ
コ
の
ピ
ラ
フ
と
混

ぜ
て
食
す
る
。
他
の
洋
食
店
で
は

見
ら
れ
な
い
自
信
作
だ
と
い
う
。

人
気
の
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
１

５
０
０
円
。
「
お
い
し
い
金
曜
日
」

と
い
う
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
コ
ー
ス
デ

ィ
ナ
ー
も
用
意
し
て
い
る
。
一
人

３
５
０
０
円
で
限
定
卵
名
様
の
完

全
予
約
制
。

皿
神
戸
開
花
亭

神
戸
市
中
央
区
明
石
町
大
丸
神
戸
店
９

階
レ
ス
ト
ラ
ン
街

壷
０
７
８
．
３
２
１
．
１
８
３
８

営
業
時
間
制
時
〜
副
時

1 7 時までは生ビール、グラスワインが3 5 0 円

☆
安
く
て
う
ま
い
ビ
ー
ル
を

飲
む
な
ら
…

今
年
の
２
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た
「
元
町
エ
ビ
ス
」
は
、
安
い
、

早
い
、
う
ま
い
が
売
り
文
句
。
い

た
っ
て
庶
民
的
な
飲
み
屋
を
想
像

し
て
訪
ね
た
ら
、
こ
れ
が
お
し
や E暇

ン
し
た
。
純
和
風
の
落
ち
着
い
た

店
内
に
、
心
が
和
む
。
お
薦
め
は

何
と
い
っ
て
も
、
手
打
ち
の
そ
ば
、

う
ど
ん
。
き
つ
ね
、
た
ぬ
き
そ

ぱ
・
う
ど
ん
６
０
０
円
、
ざ
る
そ

ば
・
う
ど
ん
７
０
０
円
、
天
ぷ
ら

そ
ば
・
う
ど
ん
１
３
０
０
円
と
お

値
段
も
手
頃
。
他
、
井
物
も
あ
っ

て
お
昼
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
。

午
後
５
時
か
ら
は
生
ビ
ー
ル
に
地

酒
と
、
酒
処
と
し
て
も
楽
し
め
る
。

「
う
ち
は
手
打
ち
が
自
慢
」
と

お
っ
し
ゃ
る
女
将
さ
ん
の
味
、
一

度
試
し
て
み
て
は
。

画
宅
庵

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
１
．
”
・
荊

冠
０
７
８
．
２
２
１
．
３
３
６
６

営
業
時
間
制
時
卯
分
〜
配
時

☆
お
手
頃
価
格
で
「
手
打
ち
」

の
よ
さ
を

中
山
手
通
か
ら
ハ
ン
タ
ー
坂
を

少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
に
、
４
月
お

日
、
そ
ば
処
「
宅
庵
」
が
オ
ー
プ 3 5 0 0 円でコースはかなりのお得
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リ
エ
ン
タ
ル
・
ス
ー
ク
が
、
４
月

加
日
神
戸
サ
ウ
ナ
ビ
ル
Ｂ
１
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
同
店
は
以
前
北
野

坂
に
あ
っ
た
が
、
震
災
で
全
壊
。

こ
の
ほ
ど
生
田
新
道
で
再
開
し

た
。広

々
と
し
た
店
内
に
は
滝
が
流

れ
、
異
国
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
調
度

品
に
、
気
分
は
ま
さ
に
「
オ
リ
エ

ン
タ
ル
」
．
「
本
物
の
エ
ス
ニ
ッ
ク

料
理
を
低
価
格
で
」
と
お
っ
し
ゃ

る
店
長
の
お
す
す
め
は
、
本
場
イ

ン
ド
の
コ
ッ
ク
さ
ん
が
作
る
イ
ン

ド
カ
レ
ー
に
ナ
ン
・
他
に
も
中
国
、

韓
国
、
タ
イ
に
ベ
ト
ナ
ム
料
理
と

何
度
行
っ
て
も
飽
き
さ
せ
な
い
品

揃
え
。
ア
ジ
ア
料
理
を
満
喫
し
た

い
人
に
は
ぴ
っ
た
り
の
お
店
が
再

登
場
し
た
。
４
月
妬
日
か
ら
は
深

夜
営
業
も
開
始
さ
れ
、
仕
事
帰
り

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
Ｏ
Ｌ
も
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
め
る
。
大
勢
で
コ
ー

ス
料
理
を
オ
ー
ダ
ー
し
た
ら
、
１

２
０
０
円
を
プ
ラ
ス
し
て
飲
み
放

題
は
い
か
が
。

回
東
方
味
市
場

オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
ス
ー
ク
生
田
新
道
店

竹尾員美ママ

れ
な
居
酒
屋
さ
ん
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
だ
け
で
な
く
、
若
い
女
性
に
も

う
け
る
お
店
だ
。
お
ス
ス
メ
は
、

元
町
エ
ビ
ス
特
製
唐
揚
げ
（
３
８

０
円
）
、
ス
ル
メ
イ
カ
の
韓
国
キ

ム
チ
風
（
２
８
０
円
）
、
ス
モ
ー

ク
タ
ン
（
４
８
０
円
）
に
日
替
わ

り
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
が
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
元
町
駅
前
と
い
う
利
便
性

を
活
か
し
て
、
会
社
帰
り
に
立
ち

寄
る
も
よ
し
、
仲
間
で
パ
ー
テ
ィ

ー
を
企
画
す
る
も
よ
し
、
楽
し
み

方
は
い
ろ
い
ろ
。
感
じ
の
よ
い
店

員
さ
ん
が
出
迎
え
て
く
れ
る
。

■
元
町
エ
ビ
ス

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
４
．
３
．
叫

垂
０
７
８
．
３
２
１
．
０
２
２
２

営
業
時
間
恰
時
〜
型
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー

ダ
Ｉ
記
時
）
年
中
無
休

☆
六
甲
坂
道
を
祝
う
花
畑
・

生
田
新
道
に
朗
ら
か
な
歌
声

「
三
宮
に
も
ネ
オ
ン
を
ひ
と
つ

灯
し
た
い
」
。
店
い
つ
ぱ
い
に
埋

め
尽
く
さ
れ
た
お
祝
い
の
花
畑
の

な
か
で
、
に
っ
こ
り
話
す
の
は エビス生ビールは3 8 0 円

EHｇ

「
六
甲
坂
道
」
の
マ
マ
竹
尾
直
美

さ
ん
。
３
月
妬
日
、
生
田
新
道
の

Ｋ
Ｓ
Ｍ
ピ
ル
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

も
と
も
と
阪
急
六
甲
に
あ
っ
た

お
店
で
は
お
母
さ
ん
の
天
美
さ
ん

が
き
り
も
り
し
て
い
た
。
新
し
い

店
を
員
美
さ
ん
へ
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
、
親
子
二
代
に
わ
た
る
お
店
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
「
陽
気
に
楽

し
く
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
静
か

な
六
甲
の
お
店
と
う
っ
て
変
わ
っ

て
、
カ
ラ
オ
ケ
を
設
け
た
。

妬
日
に
は
同
じ
Ｋ
Ｓ
Ｍ
ピ
ル
に

「
柊
（
ひ
い
ら
ぎ
）
」
が
オ
ー
プ
ン
。

ピ
ル
の
被
害
が
特
に
ひ
ど
か
っ
た

生
田
新
道
に
歌
声
が
朗
ら
か
に
響

き
わ
た
る
。

■
六
甲
坂
道

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
州
・
１

Ｋ
ｓ
Ｍ
ビ
ル
４
Ｆ

盆
０
７
８
．
３
３
４
．
３
３
３
３

営
業
時
間
旧
時
〜
餌
時
日
休

☆
震
災
か
ら
復
活
生
田
新

道
店
オ
ー
プ
ン

居
酒
屋
品
願
屋
グ
ル
ー
プ
の
オ

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

４
月
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
「
ビ

ス
ト
ロ
大
平
亭
」
の
掲
載
事
項
に
誤
り

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

営
業
時
間
は
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
桐
時

釦
分
〜
科
時
釦
分
、
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム

は
”
時
〜
理
時
（
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
副

時
釦
分
）
年
中
無
休
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

園
ビ
ス
ト
ロ
大
平
亭
神
戸
市
中
央
区

北
長
狭
通
２
．
９
．
９
デ
ザ
フ
ィ
オ

サ
ン
コ
ー
ビ
ル
ー
Ｆ

冠
０
７
８
．
３
９
３
．
３
５
９
０

〈
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
〉
￥
１
５
０
０
（
サ

ラ
ダ
・
ス
ー
プ
・
肉
か
魚
・
パ
ン
・
コ

ー
ヒ
ー
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
）

￥
２
３
０
０
（
サ
ラ
ダ
・
ス
ー
プ
・
肉

と
魚
・
パ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
・
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
）

〈
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
〉
￥
３
０
０
０

（
オ
ー
ド
ブ
ル
・
ス
ー
プ
・
パ
ス
タ
・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
肉
か
魚
・
パ
ン
・

コ
ー
ヒ
ー
・
デ
ザ
ー
ト
）

￥
３
８
０
０
（
オ
ー
ド
ブ
ル
・
ス
ー

プ
・
パ
ス
タ
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
肉

と
魚
・
パ
ン
・
コ
ー
ヒ
ー
・
デ
ザ
ー
ト
）

インド職人の本場の味を

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
２
．
２
．
１

神
戸
サ
ウ
ナ
ビ
ル
Ｂ
１

垂
０
７
８
．
３
３
４
．
０
７
０
０

営
業
時
間
日
〜
木
／
汀
時
〜
型
時

金
・
土
・
祝
日
前
／
打
時
〜
３
時
（
各

曜
日
と
も
オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ
は
終
了

１
時
間
前
）

召
Ⅲ＃口
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☆
サ
ン
ト
リ
ー
レ
デ
ィ
ス
オ
ー
プ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
Ａ
握
軒
毒
プ
レ
ゼ
ン
ト

日
本
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
協
会
公

認
競
技
「
ヨ
の
冒
篇
属
○
国
同
サ
ン

ト
リ
ー
レ
デ
ィ
ス
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル

フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ｗ
」
が
、
来
た

る
６
月
ｎ
日
（
水
）
に
ア
マ
プ
ロ

ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

１
９０

１

彼
ら
の
災
害
時
の
迅
速
な
救
助
活

動
に
鮪
か
れ
た
人
も
多
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
災
害
救
助
犬
の
活
蹴

が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
日
本

で
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

フ
ラ
ン
ス
救
助
犬
の
活
踊
を
知
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
理
解
を
深
め
て

☆
フ
ラ
ン
ス
災
害
救
助
犬
チ
ー

ム
来
日

被
災
地
神
戸
に
フ
ラ
ン
ス
の
災

害
救
助
犬
が
や
っ
て
く
る
。
あ
の

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
か
ら
帥
名
の
災
害
救
助
特
別

部
隊
と
４
頭
の
災
害
救
助
犬
が
派

遣
さ
れ
た
。
４
頭
の
救
助
犬
は
い

ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
民
間
救
助
団
体

（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
）
が
養
成
し
た
も
の
で
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
哩

日
（
木
）
〜
妬
日
（
日
）
に
予
選
決
勝

ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
兵
庫
県
・
有
馬

ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
催

さ
れ
る
。

１
９
９
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
大
会
は
、
タ
レ
ン
ト
や
文
化

人
が
数
多
く
参
加
す
る
華
や
か
な

ア
マ
プ
ロ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
な
ど
、
多
彩
な
企
画
で
ゴ
ル

フ
フ
ァ
ン
に
は
好
評
。

今
年
も
、
野
球
評
論
家
の
大
沢

啓
二
さ
ん
、
山
本
浩
二
さ
ん
を
は

じ
め
、
「
の
ほ
ほ
ん
茶
」
の
Ｃ
Ｆ
で

お
馴
染
み
の
市
田
ひ
ろ
み
さ
ん
な

ど
、
豪
華
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
こ
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
招
待
券
を
読
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
詳
し
く
は
左
記
の
通

り
。③

プ
レ
ゼ
ン
ト

「
乏
の
Ｆ
２
の
六
○
ｍ
ｍ
サ
ン
ト
リ
ー

レ
デ
ィ
ス
オ
ー
プ
ン
師
」
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
招
待
券
（
５
０
０
０
円
相

当
）
を
ペ
ア
で
旧
組
釦
名
様
。

回
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
、
郵
便

番
号
、
②
任
所
⑥
庄
名
、
側
年
令
、
⑤

職
業
、
興
屯
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
５
３
０
大
阪
市
北
区
天
満
橋
１
．

８
．
釦
Ｏ
Ａ
Ｐ
タ
ワ
ー
釦
階

Ｈ
Ｈ
Ｄ
「
サ
ン
ト
リ
ー
レ
デ
ィ
ス
オ
ー

プ
ン
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
月
刊
神
戸

っ
子
係
」
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

園
応
募
締
切
５
月
訓
日
（
必
着
）

日
お
問
い
合
わ
せ
サ
ン
ト
リ
ー
レ
デ
ィ

ス
オ
ー
プ
ン
事
務
局
公
０
６
．
３
４
６
．

１
２
３
８

左からコスト氏と大山本部長

Ｍ
学
園
の
小
さ
な
小
さ
な
子
供
達
。

毎
週
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
ば
さ
ん
達
と

２
時
間
ほ
ど
山
登
り
を
し
ま
す
。
歩
行

困
難
な
子
は
学
園
の
ま
わ
り
を
歩
く
程

度
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
は
高
取
山
の

頂
上
ま
で
走
り
登
っ
て
行
き
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
体
力
に
合
わ
せ
て

子
供
が
担
当
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

４
月
。
こ
れ
か
ら
一
年
間
、
一
緒
に

歩
く
子
供
達
と
の
ご
対
面
で
す
。
子
供

に
と
っ
て
は
全
く
の
知
ら
な
い
人
。
安

心
で
き
る
人
な
の
か
ど
う
か
、
わ
か
る

は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
に
説
得
さ

れ
な
が
ら
も
、
何
が
何
だ
か
わ
か
ら
な

い
ま
ま
山
登
り
散
歩
は
始
ま
り
ま
す
。

山
の
中
に
入
る
と
木
は
生
い
茂
り
、

う
す
暗
い
雰
囲
気
で
す
。
道
も
人
が
通

れ
る
ぐ
ら
い
の
細
い
道
。
大
泣
き
の
要

素
い
っ
ぱ
い
で
す
。
泣
い
て
当
然
。

言
葉
の
出
な
い
子
供
に
と
っ
て
気
持

ち
を
表
現
で
き
る
の
は
、
泣
く
。
お
こ

る
．
甘
え
る
等
の
身
体
表
現
で
す
。
大

声
を
出
し
た
り
、
つ
か
ん
だ
り
、
か
ん

だ
り
、
投
げ
た
り
、
こ
れ
こ
そ
心
の
信

号
な
の
で
す
。
大
泣
き
し
て
い
る
子
は
、

「
こ
わ
い
よ
う
、
し
ん
ど
い
よ
う
・
・
・
。
」

と
、
訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
気
持

ち
を
表
現
で
き
る
こ
と
は
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。
大
泣
き
大
歓
迎
で
す
。

ニ
コ
ニ
コ
笑
い
な
が
ら
安
心
し
き
っ

て
散
歩
で
き
る
日
を
夢
み
、
泣
き
虫
さ

ん
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
お
つ
き
合

い
は
は
じ
ま
り
ま
す
。
（
Ｍ
・
Ｆ
）

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

〒
卸
神
戸
市
中
央
区
橘
通
４
．
２
．
２

菊
水
模
型
ビ
ル
３
Ｆ
（
湊
川
神
社
西
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
．
３
６
０
“
１
２
５
７

も
ら
お
う
と
、
５
月
型
日
、
妬
日

の
両
日
、
救
助
犬
の
公
開
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｉ

会
長
、
ル
イ
・
コ
ス
ト
氏
、
指
導

教
官
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ロ
ス

ト
ラ
ン
ド
氏
の
講
演
会
が
開
催
さ

れ
る
。

③
災
害
救
助
犬
の
公
開
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

、
ン
ヨ
ン

と
き
５
月
餌
日
（
土
）
ね
時

と
こ
ろ
兵
庫
県
三
田
市
災
害
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
三
田
市
上
内
神
学

長
井
１
２
０
８
．
１

④
諦
演
会
テ
ー
マ
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る

災
害
救
助
犬
の
全
貌
と
海
外
で
の
活
躍
」

韻
師
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
会
長
ル
イ
・
コ
ス
ト

氏
、
指
導
教
官
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
ロ
ス

ト
ラ
ン
ド
氏

と
き
５
月
串
日
（
日
）
旧
時
〜
打
時

と
こ
ろ
神
戸
新
聞
松
方
ホ
ー
ル

盃
０
７
８
．
３
６
２
．
７
１
１
１

☆
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

大
泣
き
大
歓
迎
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☆
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
か
ら
被
災
女
子
学

生
に
教
育
援
助
金

カ
レ
ッ
ジ
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
）

は
、
阪
神
大
震
災
教
育
援
助
計
画

を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
し
、
関

西
日
米
婦
人
会
（
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｋ
）
が

募
集
し
た
７
名
の
女
子
学
生
に
５

０
０
万
円
を
援
助
。
４
月
３
日
、

ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｋ
の
英
語
落
語

の
会
の
後
、
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。

鷺

新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

の
「
は
る
州
漫
フ
ェ
ア
・
幸
せ
を

招
く
お
菓
子
と
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ

ィ
ン
グ
」
が
、
３
月
加
日
真
珠
の

間
で
開
か
れ
た
。
神
戸
で
始
め
て

の
今
田
美
奈
子
さ
ん
の
講
演
と
あ

っ
て
、
会
場
に
は
若
い
女
性
か
ら

☆
お
菓
子
の
今
田
美
奈
子
さ
ん

神
戸
で
は
じ
め
て
の
講
演
会

同
時
に
文
楽
、
琴
、
日
本
舞
踊

な
ど
も
行
わ
れ
、
日
本
と
ス
イ
ス

の
文
化
交
流
が
す
す
め
ら
れ
た
。

☆
ス
イ
ス
航
空
如
周
年
記
念
行

事
に
「
日
本
の
春
」

去
る
３
月
配
日
〜
訓
日
の
３
日

間
、
ス
イ
ス
・
モ
ン
ト
ル
ー
市
で

開
催
さ
れ
た
ス
イ
ス
航
空
如
周
年

記
念
行
事
に
、
「
日
本
の
春
」
と
題

し
て
、
女
流
書
家
・
望
月
美
佐
さ

ん
を
は
じ
め
、
日
本
の
文
化
人
数

名
が
招
か
れ
た
。
望
月
さ
ん
は
、

初
日
に
「
友
情
」
ほ
か
、
モ
ン
ト

ル
ー
市
の
花
で
あ
る
「
蕎
蔽
」
な

ど
、
４
点
の
書
を
披
露
し
、
各
界

の
来
賓
か
ら
称
賛
を
浴
び
た
。

画

画

函

一制
蕊ﾐ腰４

望月美佐さん

初
老
の
ご
婦
人
ま
で
幅
ひ
ろ
い
層

が
集
ま
り
、
軽
食
と
ワ
イ
ン
、
ケ

ー
キ
と
紅
茶
で
ハ
イ
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
を
楽
し
ん
だ
。

「
今
日
こ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お

染
ま
り
の
方
々
は
上
昇
運
の
方
ば

か
り
。
お
菓
子
が
好
き
と
い
う
程

度
で
始
め
た
お
菓
子
づ
く
り
も
、

お
菓
子
を
愛
す
る
人
に
恵
ま
れ
て
、

全
国
を
こ
う
し
て
ま
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
女
性
が
女
性
で

あ
る
こ
と
を
認
歌
す
る
時
代
」
と

お
菓
子
文
化
の
豊
か
さ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
王
侯
貴
族
の
お
も
て
な
し

文
化
、
お
菓
子
や
紅
茶
に
ま
つ
わ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
歴
史
背
景
な
ど

日
柑
生
活
で
は
知
る
こ
と
の
な
い

話
に
耳
を
傾
け
た
。

会
場
に
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

の
正
式
な
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
の

た
め
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
、
メ
デ
ィ

チ
家
が
使
っ
て
い
た
も
の
と
同
じ

ア
ー
ヵ
ン
サ
ス
模
様
の
食
器
類
な

ど
貴
重
な
テ
ー
ブ
ル
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
な
さ
れ
、
ご
婦
人
た
ち
の
目

を
奪
っ
て
い
た
。

贈呈式

河出書房新社
120 0円

今田美奈子さんの優雅なお話がいっぱい

☆
生
涯
学
習
会
館
が

須
磨
に
開
館

「
競
育
」
か
ら
「
共
育
」
へ
と
、

財
団
法
人
・
総
合
教
育
研
究
財
団

（
理
事
長
・
糟
谷
日
出
男
／
館
長
・

鯵
坂
二
夫
）
が
、
４
月
過
日
に
開

秋
田
瑠
美
子
（
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ
広
報

担
当
）
さ
ん
は
、
「
優
秀
な
女
子
大

生
が
震
災
で
勉
学
の
継
続
に
凶
雌

を
生
じ
て
お
り
、
多
少
の
助
け
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

■
Ｃ
Ｗ
Ａ
Ｊ

垂
０
４
５
．
４
３
４
．
２
６
２
０

ＫＯＢＥ

i種子 「
六
○
用
洋
菓
子
物
語
」

｜
和
子
著

１
９１

１

神
戸
で
育
ち
、
津
英
子
を
心
か
ら
愛

す
る
著
者
が
、
神
戸
中
心
の
漉
店
を
厳

選
。
美
味
し
い
ケ
ー
キ
と
裏
で
腕
を
ふ

る
う
シ
ェ
フ
の
素
顔
を
紹
介
す
る
。

ま
た
、
神
戸
の
洋
莱
子
文
化
を
こ
こ

ま
で
築
き
上
げ
た
歴
史
に
触
れ
、
貴
重

な
写
真
と
共
に
そ
の
ル
ー
ツ
を
探
る
。

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
や
チ
ョ
レ
ー
ト
と
い
っ

た
お
菓
子
の
文
化
史
を
語
る
「
お
い
し

い
お
菓
子
の
お
話
」
の
コ
ー
ナ
ー
も
楽

し
い
。

ー

●

誹惑

画

神戸新聞総合出版
センター1 6 8 0 円

国
神
戸
の
本
棚

☆
「
緊
急
援
助
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ー
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
神
戸
へ
」

目
良
誠
著

☆
｜

村
上

虎

歯
科
医
師
で
あ
り
な
が
ら
民
間
救
助

組
織
を
主
宰
、
代
表
を
務
め
る
目
良
誠

氏
。
海
外
で
援
助
活
動
を
続
け
て
き
た

氏
は
、
阪
神
大
漉
災
で
向
ら
被
災
者
の

一
人
と
な
っ
た
。

「
援
助
さ
れ
る
側
の
自
立
」
の
難
し

さ
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
著
者
が
、

緊
急
援
助
の
現
状
と
課
題
を
伝
え
る
一

冊
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
原
点
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
。

川
棚
■

裂
急
脈
到
』
戸
記
牽
シ
声
可
》

か
咽
シ
〃
緬
評
‐
岸
川
へ
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べ
き
学
校
と
家
庭
と
地
域
が
共
に

育
む
「
生
涯
学
習
会
館
」
に
、
新

し
い
世
紀
の
人
材
育
成
を
期
待
し

た
い
。

園
生
涯
学
習
会
館

神
戸
市
須
磨
区
中
落
合
３
・
伯
・
叫

訟
０
７
８
．
７
９
１
．
８
８
８
８

ｖ
、 _ 暇鯉 館

．
須
磨
の
浦
女
子
高
の
マ
ー
チ

ン
グ
パ
レ
ー
ド
で
オ
ー
プ
ン
。

鯵
坂
二
夫
館
長
は
「
質
の
高
い

生
涯
学
習
を
推
進
し
た
い
」
と
。

（
財
）
総
合
教
育
研
究
財
団
の

創
立
以
来
略
年
の
集
約
と
も
い
う

市
民
主
導
の
“
街
つ
く
り
”
を

震
災
後
早
く
も
２
年
と
３
ヶ
月
を

経
過
し
て
、
３
年
目
の
夏
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
。
が
、
被
災
さ
れ
て
、

現
在
も
仮
設
住
宅
の
厳
し
い
環
境
で

生
活
を
営
ま
れ
て
い
る
方
も
少
な
く

な
い
。震

災
復
興
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
は
こ

花時計 噸

震
災
復
興
を
め
ざ
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
出
揃
っ
て
き
た
。
１
、
上
海
・

長
江
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

健
康
開
発
セ
ン
タ
ー
。
３
、
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
第
Ⅱ
期
工
事
に
係
わ
る

罪
業
と
し
て
、
神
戸
起
業
ゾ
ー
ン
整

備
椴
想
が
あ
り
、
財
団
法
人
新
産
業

創
造
研
究
機
構
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
４
、
Ｋ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
・
ワ
ー
ル

ド
構
想
を
す
す
め
る
、
「
キ
メ
ッ
ク

ワ
ー
ル
ド
事
業
化
研
究
会
」
も
設
立

さ
れ
た
と
聞
く
。

震
災
復
興
の
柱
で
あ
る
被
災
地
の

街
づ
く
り
で
は
、
皿
を
超
え
る
地
元

の
「
街
づ
く
り
協
議
会
」
が
立
ち
上

が
り
、
神
戸
方
式
に
よ
る
街
づ
く
り

が
行
わ
れ
る
。
頼
も
し
い
限
り
だ
。

〈
Ｙ
・
Ｙ
〉

瀧鍵騨郷４ ：,411

パレードのようす

六
○
ｍ
ｍ
で
○
の
「

★
４
月
妬
日
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
美
術
館

が
開
館
。
館
長
に
緒
方
学
（
市
助
役
）
、

副
館
長
に
鬼
塚
喜
八
郎
（
財
団
法
人
神
戸

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
会
長
）
、
真
渓
健
治
、

聯
務
局
長
・
平
櫛
英
夫
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。

☆
（
株
）
大
月
真
珠
の
大
月
尋
男
代
表
取

締
役
社
長
が
４
月
よ
り
会
長
に
、
大
月
京

一
氏
が
社
長
に
就
任
さ
れ
、
又
、
大
月
四

郎
氏
が
副
会
長
、
大
森
正
弱
氏
が
副
社
長
、

赤
田
茂
氏
が
取
締
役
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。★

知
香
流
の
家
元
・
成
瀬
香
梅
、
副
家
元
の

番
泉
さ
ん
が
元
の
深
田
町
に
再
建
戻
ら
れ
ま

し
た
。
〒
６
５
７
神
戸
市
灘
区
深
田
町
２
．

３
．
４
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
５
１
．
８
１

１
３
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
５
１
．
３
３
０
５

☆
石
野
証
券
棚
談
役
の
石
野
順
子
さ
ん
が
移

転
。
〒
６
５
９
弾
屋
市
翠
ヶ
丘
町
６
．
通
・

蝿
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
９
７
．
３
５
．
２
１
９
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
．
２
１
９
９

★
漫
画
家
の
一
員
橋
孟
さ
ん
（
万
歳
）
が
、
３

月
溺
日
に
肝
臓
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
、
４
月

１
日
ご
葬
儀
が
。
喪
主
は
長
男
の
芳
圃
さ
ん

で
し
た
。

★
料
亭
「
吉
兆
」
の
創
業
者
で
文
化
功
労
者

の
湯
木
貞
一
鶴
が
４
月
７
日
に
老
衰
の
た
め

亡
く
な
ら
れ
、
鵡
日
社
擁
が
自
宅
・
吉
兆
本

店
で
。
葬
儀
委
員
長
は
宇
野
収
東
洋
紡
紬
相

談
役
、
喪
主
は
本
店
社
長
の
長
男
・
敏
夫
氏
．

★
（
株
）
ペ
ア
ー
ズ
社
長
菊
地
由
紘
さ
ん
の

父
君
菊
地
吉
雄
氏
が
亡
く
な
ら
れ
、
４
月

お
日
芦
屋
ホ
ー
ル
で
ご
葬
儀
が
。
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
．

☆
甲
隅
音
楽
学
院
学
院
長
の
管
内
孝
恋
さ
ん

が
４
月
５
日
甲
南
教
会
で
忍
さ
ん
と
ゴ
ー
ル

イ
ン
。
神
戸
ペ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル
で
、

二
人
を
祝
う
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

☆
古
事
奏
者
の
伍
芳
さ
ん
が
、
テ
ナ
ー
歌

手
羅
清
水
さ
ん
の
ご
子
息
正
隆
さ
ん
と
５

月
遮
日
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
新
居
〒
６
５
０
中

央
区
二
宮
町
４
．
皿
・
３
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
三

宮
二
番
館
１
０
０
４

gJ9I

☆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い
で

神
戸
市
立
陶
芸
館
選
抜
展

４
月
妬
日
〜
加
日
。
セ
ン
タ
ー

プ
ラ
ザ
東
館
２
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ｊ

あ
じ
さ
い
で
、
神
戸
焼
末
汎
窯
・

南
汎
さ
ん
が
指
導
す
る
神
戸
市
立

陶
芸
館
の
選
抜
展
が
開
か
れ
た
。

ワ
イ
ン
城
の
中
に
あ
る
陶
芸
館
も

の
仮
設
住
宅
の
解
消
だ
と
言
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
方
で
は
、
神
戸
の
街
が
よ
り
よ

い
姿
で
復
興
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。
元
来
、
神
戸
の
街
づ
く
り
は
官

主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
頼
る
と
こ

ろ
が
多
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
な
り
の
成
果
蕃
桑
げ
て
き
た
。

し
か
し
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し
つ

つ
あ
る
。
小
さ
い
政
府
を
臨
む
規
制

緩
和
を
基
調
と
す
る
流
れ
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
街
づ
く
り
、
霞
災
復
興

へ
の
道
は
、
市
民
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
る
べ
く
配
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
神
戸
の
街
は
、
実
験
都

市
と
呼
ば
れ
る
規
律
正
し
い
、
生
活

者
の
住
ま
う
街
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

と
し
て
い
る
。

ギャラリーあじさいにて

加
周
年
、
日
頃
の
成
果
を
発
揮
し

た
作
品
は
力
作
も
多
く
、
め
ざ
ま

し
い
成
長
ぶ
り
。
菊
本
光
子
さ
ん

の
遺
作
展
も
併
催
さ
れ
、
く
ら
し

の
器
の
安
価
な
提
供
も
好
評
。

誌亨

鵜
鐸
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野目

コウベファッションソサエティ
事務局／神戸市中央区下山手通３－１－１８
ツインズトアビル４Ｆ月刊神戸っ子内
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

●会員ショップシリーズ「メンズファッションブテイックカタライザー・中村理恵さん」
女Ｉ性ならではの感' 性を生かせるメンズショップに…
K F S では副会長で総務を担当する中

村妙子さんの一人娘、理恵さんが短人
を卒業してお店を手伝いはじめたのは、
今から3 年前。ファッション好きだが、
業界の知識は皆無だったという理恵さ
んは、まさにこの世界に入ってから毎
日が勉強の連続だったそう。

＊

一お客様に楽しんで買ってもらえるお
店にしなさい。それが社会人としてス
タートした時に言われた最初の言葉。
今でもこれは、常に心がけています。
カジュアルスーツを主体とした品揃え
で、客層は、２０代後半から3 0 代前半の
男性が中心のお店をまかされている。
一お客様との会話が大切。はじめての
お客様との接点を見つけることが難し
いですね。お店に入ってこられて、一
番最初に手に取られた商品のカラーや
デザインは、その人を店に呼び込んだ
大切な要素。見ていることを悟られな
いように、お客様の一挙手一投足をチ
ェックして、好きなファッションライ
ンを瞬時に判断し、そこから会話の糸

4灘#;w響rMI
溌諏１ 染

口を見つけます。
－今、悩んでいるのは、ネクタイの合
わせ方。好きな柄と似合う柄、ビジネ
スにふさわしい柄がなかなか一致しな
くて。男性社会のことがわからずにチ
グハグな柄を選ばないように。女性な
らではの視点で、合わせ方ひとつでそ
の人の個性を引き立てるお手伝いがで
きるようになればうれしい。
とはいえ異性のファッション。わから
ないことは、メンズ雑誌で調べたり、
友人や知人に聞いたり、街行く人を観
察したり。現在の自分への課題として
研究は欠かさない。
店内のディスプレイは、毎日模様替え。
スタッフの及川さんが中心となり、タ
ーゲットの年齢をはっきりさせた陳列
を心がける。なぜこの商品が目につい
たのか、なぜ手にしてもらえたか。こ
こでもお客様の行動から、現在の展示
方法の反省、次の提案に結びつくヒン
トを探し求める。
一先日あそこに掛けてあったセーター
は？と尋ねられても、毎日変えている
のでわからない！なんて失敗も（笑) 。
でもお客様がお買い物以外でも楽しめ
る遊びの空間も必要だと思うから、デ
ィスプレイには、ことのほか気を使っ
ています。
英字新聞、フランス映画のフィルムと
こだわりのディスプレイ小物から、会

話の花が咲くことも。
会社の仕事、K F S の仕事と連日連夜忙
しく飛び回る母親を見ていると、自分
もウカウカしてられない、もっともっ
と努力しなければ、と仕事への意欲が
湧いてくるという。
店名「カタライザー」が意味する

｢ ファッション情報を服を媒体として顧
客に伝えよう」という思いは、理恵さ
んの一生懸命な接客、こだわりのディ
スプレイから伝わってくるようである。
●M E N，ＳＨＯＵＳＥＧＲＯＵＰＣａｔａＩｙｚｅｒ
神戸市中央区三宮町1 - 8 - 1 - 1 1 6

T E L O 7 8 - 3 3 1 - 3 9 1 5

■５月マンスリー講座
『ショッピングマナーについて』
講師：池本義治氏（大丸神戸店）

中村妙子さん（メンズハウスグ
ループ代表）
山下みか子さん（ル・ヴェール
代表）

日時：５月2 3 日（金）１８：３０～
場所：神戸市勤労会館
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｢ 明日へ！神戸」の横段幕をかかげ、
鹿島へ応援に駆けつけたヴィッセル
神戸のサポーター

一
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
回

１
９４

１

ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
神
戸
回

「
明
日
へ
！
神
戸
」

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
大
い
な
る
船

牛
尾
淳
《
Ａ
Ｍ
神
戸
ア
ナ
ウ
ン
サ
‐
》

執？

＝＝＝

ＺＺ

１;f鯵
’

毛写戸Ｌ

４月' 2日J ﾘ ｰグ開幕､鹿島ｱ ﾝ ﾄ ﾗ ｰズ戦｡ピッケルの先制ゴ１
－ルに大喜びの永島キャプテン グ

蕊鎮＃韓曹ウ鳶憲撫爵Ｉきアに克ク目誕イ酔ンの１合監たツチ服シ°生ツぃド勝ム目
督パブＩしデ様かセしも利開し
とクさム、ン々らルれ歓に幕か

４
月
鵡
日
永
）
、
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競

技
場
。
Ｊ
リ
ー
グ
昇
格
１
年
目
の
ヴ
ィ
ッ

セ
ル
神
戸
が
明
日
に
向
か
っ
て
歴
史
的
な

一
歩
を
標
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
永
島
昭
浩
の
劇
的
な
延
長

Ｖ
ゴ
ー
ル
で
昨
年
２
位
の
名
古
屋
グ
ラ
ン

パ
ス
エ
イ
ト
を
下
し
、
Ｊ
リ
ー
グ
初
勝
利

を
飾
っ
た
。
Ｊ
リ
ー
グ
２
試
合
目
、
し
か

Ｊ
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神

戸
は
、
１
月
蝿
日
に
ど
こ
よ
り
も
早
く
チ

ー
ム
作
り
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
２
月
８
日

か
ら
釦
日
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
キ
ャ
ン

プ
を
行
っ
た
。

Ｊ
Ｆ
Ｌ
か
ら
Ｊ
リ
ー
グ
へ
と
舞
台
が
か

わ
っ
た
こ
と
で
戦
術
も
修
正
が
必
要
だ
。

バ
ク
ス
タ
ー
監
督
は
「
Ｊ
リ
ー
グ
で
は
攻

め
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
い
っ
た
時
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い

う
バ
ラ
ン
ス
の
修
正
、
そ
れ
に
対
す
る
戦

術
の
修
正
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
キ
ャ
ン
プ
に
臨
ん
だ
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
を
経
て
、
３
月
に
は
ヴ

ィ
ッ
セ
ル
神
戸
に
と
っ
て
初
め
て
の
Ｊ
リ

ー
グ
公
式
戦
と
な
る
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
が

さ
ら
に
、
応
え
た
選
手
た
ち
、
そ
れ
に
サ

ポ
ー
タ
ー
の
後
押
し
で
つ
か
ん
だ
Ｊ
リ
ー

グ
初
勝
利
だ
。

ナ
ビ
ス
コ
最
終
戦
で
公
式
戦
初
勝
利
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４月１６日名古屋グランパス職。ラウドルップ（左）ピッケル（右）が大活躍し』３月８日ナビスコカツプ第１節柏レイソル戦。１対5 で完敗
リーグで初勝利を納めた

始
ま
っ
た
。

３
月
８
日
の
予
選
第
１
節
、
ア
ウ
ェ
ー

で
の
対
柏
レ
イ
ソ
ル
戦
で
は
、
Ｊ
リ
ー
グ

の
速
さ
に
付
い
て
い
け
な
か
っ
た
の
か
、

柏
に
ま
っ
た
く
歯
が
た
た
ず
１
，
５
と
完

計
取
を
喫
し
て
し
ま
っ
た
。

３
月
過
日
、
地
元
神
戸
で
の
Ｊ
リ
ー
グ

公
式
戦
の
開
幕
と
な
っ
た
名
古
屋
グ
ラ
ン

パ
ス
戦
は
、
先
制
さ
れ
た
も
の
の
、
後
半

永
島
の
ゴ
ー
ル
で
同
点
と
し
引
き
分
け
た
。

３
月
明
日
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
戦
。

永
島
を
欠
い
た
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
は
０
‐

１
で
広
島
に
敗
れ
て
し
ま
っ
た
。

３
月
犯
日
、
再
び
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

と
対
戦
。
０
，
３
で
完
敗
。
予
選
リ
ー
グ

敗
退
決
定
。

３
月
妬
日
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
戦
。

常
に
先
手
を
と
る
も
２
，
２
の
引
き
分
け

に
持
ち
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
３
月
羽
日
、
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ

最
終
戦
。
神
戸
ユ
ニ
バ
ー
記
念
競
技
場
で

の
対
柏
レ
イ
ソ
ル
。
前
半
は
互
角
の
展
開

で
０
‐
０
。
後
半
柏
の
エ
ジ
ウ
ソ
ン
に
弾

丸
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
ら
れ
た
が
、
ラ
ウ
ド

ル
ッ
プ
が
同
点
ゴ
ー
ル
。
終
了
間
際
に
は

昨
年
の
チ
ー
ム
得
点
王
ジ
ア
ー
ド
が
逆
転

ゴ
ー
ル
を
決
め
、
Ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦
初
勝

利
を
手
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
初
勝
利

を
目
に
し
た
人
は
わ
ず
か
に
１
７
４
０
人
。

Ｊ
リ
ー
グ
公
式
戦
最
低
記
録
だ
っ
た
の
は

あ
ま
り
に
も
寂
し
い
。

試
合
後
バ
ク
ス
タ
ー
監
督
は
「
ナ
ビ
ス

コ
カ
ッ
プ
を
通
じ
て
成
長
が
み
ら
れ
た
。

Ｄ
Ｆ
や
組
織
力
、
Ｆ
Ｗ
へ
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
、
サ
ポ
ー
ト
プ
レ
ー
も
向
上
し
て

凸

、

愚参
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尼

そ
し
て
４
月
哩
日
い
よ
い
よ
Ｊ
リ
ー
グ

が
開
幕
し
た
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
初
戦

の
相
手
は
昨
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
鹿
島
ア

ン
ト
ラ
ー
ズ
だ
。

大
半
の
人
が
鹿
島
の
一
方
的
な
展
開
を

予
想
し
て
い
た
が
、
先
制
し
た
の
は
ヴ
ィ

ッ
セ
ル
神
戸
だ
っ
た
。
前
半
型
分
Ｆ
Ｋ
を

ピ
ッ
ケ
ル
が
得
意
の
左
足
で
直
接
ゴ
ー
ル

を
決
め
た
。

詔
分
に
同
点
と
さ
れ
た
が
、
錦
分
に
は

ミ
ス
タ
ー
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
永
島
が
ラ
ウ
ド
ル

ッ
プ
か
ら
の
ワ
ン
ッ
ー
パ
ス
を
見
事
に
決

め
て
２
‐
１
と
再
び
リ
ー
ド
。
し
か
し
、

前
半
終
了
間
際
に
追
い
付
か
れ
、
勝
負
は

後
半
へ
持
ち
越
さ
れ
た
。

後
半
は
、
さ
す
が
に
咋
年
の
覇
者
と
思

わ
せ
る
速
攻
で
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
が
開

始
早
々
に
立
て
続
け
に
２
点
を
ゲ
ッ
ト
し
、

勝
負
が
つ
い
た
。

力
と
経
験
の
差
が
現
れ
た
試
合
だ
っ
た

が
、
カ
シ
マ
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
詰

め
か
け
た
数
少
な
い
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
は
前
半
の
戦
い
ぶ
り
に
大
い
に
満
足

し
、
惜
し
み
な
い
拍
手
を
選
手
た
ち
に
送

っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
ホ
ー
ム
開
幕
と
な
る
４
月
略

日
、
相
手
は
ナ
ビ
ス
コ
カ
ッ
プ
か
ら
３
試

合
目
の
対
戦
と
な
る
名
古
屋
グ
ラ
ン
パ
ス

エ
イ
ト
。
鹿
島
戦
の
前
半
の
戦
い
ぶ
り
か

い
る
。
リ
ー
グ
戦
に
入
っ
て
も
、
き
ょ
う

の
よ
う
な
ゲ
ー
ム
が
で
き
た
ら
面
白
い
１

年
に
な
る
だ
ろ
う
。
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

Ｊ
リ
ー
グ
２
試
合
目
で
初
勝
利１

９５

１
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■手

ゥ
ら
、
こ
の
試
合
で
ひ
ょ

一
フ腿

つ
と
し
た
ら
と
い
う
期

泥
待
感
が
ス
タ
ジ
ア
ム
全

》
）
体
を
覆
っ
て
い
た
。

群
ホ
ー
ム
開
幕
戦
と
い

ら
う
こ
と
で
、
試
合
前
の

か詮
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
「
月

掻
刊
神
戸
っ
子
」
の
サ
ン

兼
バ
チ
ー
ム
が
ム
ー
ド
を

錨
嘘
り
上
げ
て
い
た
。
や

づ
は
り
サ
ッ
カ
ー
に
は
サ

歴
ン
（
の
リ
ズ
ム
が
合
う

トシ
の
か
、
手
」
の
日
の
ヴ
ィ

コス
シ
セ
ル
も
立
ち
上
が
り

マー
。
か
ら
リ
ズ
ム
が
よ
か
っ

くン
た
。

”
画
鹿
島
戦
に
続
い
て
こ

奉
確
の
日
も
先
制
し
た
の
は

一
国
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
だ
っ

率
隼
た
。
前
半
鵡
分
、
デ
ン

、
１

挿
眺
マ
ー
ク
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ

沙
蔀
－
ム
の
ボ
ー
・
ヨ
ハ

御
入
ン
ソ
ン
監
督
も
見
つ
め

耐
備
る
，
中
、
ラ
ウ
ド
ル
ッ
プ

嘩
吉
が
ゴ
ー
ル
前
に
運
び
、

捧
椿
冷
静
な
判
断
で
永
島
へ

》
諦
許
掘
鑑
癖
馳
淑
緬
藷
睦

》
癌
決
め
て
先
制
。

春
森
し
か
し
鹿
島
戦
同

シ
仏
様
、
終
了
間
際
に
Ｃ
Ｋ

》
》
》
岬
罪
鐸
轟
『
癖
》
岬

２
レ銅脚

は
ピ
ッ
チ
に
い
る
選
手

６
１
９
１

も
ベ
ン
チ
の
バ
ク
ス
タ
ー
監
督
も
同
じ
だ

っ
た
。試

合
後
、
永
島
は
「
同
じ
こ
と
を
繰
り

返
し
た
ら
、
こ
の
チ
ー
ム
は
何
な
ん
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
絶
対
に
勝
ち

た
か
っ
た
」
と
。

こ
の
試
合
で
は
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ず
れ

た
和
田
昌
裕
も
「
名
古
屋
戦
は
、
み
ん
な

気
持
が
は
い
っ
て
い
た
」
と
振
り
返
っ
て

い
た
が
、
こ
の
試
合
で
は
気
持
が
き
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

後
半
に
入
っ
て
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
は
防

戦
一
方
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
が
、
よ
く

踏
ん
張
り
、
名
古
屋
の
シ
ュ
ー
ト
ミ
ス
に

も
助
け
ら
れ
て
同
点
の
ま
ま
延
長
戦
へ
突

入
。延

長
前
半
の
終
了
間
際
、
ヴ
ィ
ッ
セ
ル

神
戸
は
途
中
出
場
の
Ｄ
Ｆ
曽
貴
裁
か
ら
の

パ
ス
カ
ッ
ト
に
よ
る
ポ
ー
ル
を
、
永
島
が

ゴ
ー
ル
右
隅
に
決
勝
の
Ｖ
ゴ
ー
ル
。
劇
的

な
勝
利
に
、
ナ
ビ
ス
コ
ヵ
ッ
プ
で
の
初
勝

利
の
時
以
上
に
ス
タ
ジ
ア
ム
は
興
奮
に
包

ま
れ
た
。

Ｊ
リ
ー
グ
初
勝
利
を
あ
げ
た
バ
ク
ス
タ

ー
監
督
は
「
前
半
は
鹿
島
戦
と
同
じ
よ
う

に
き
っ
ち
り
と
で
き
た
。
後
半
は
組
織
力

が
落
ち
た
時
間
帯
が
あ
っ
た
が
、
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
た
。
自
分
た
ち
を
信
じ
て

や
れ
ば
、
十
分
に
Ｊ
リ
ー
グ
で
も
勝
っ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
手
応
え
を
掴
ん

だ
ゲ
ー
ム
だ
っ
た
よ
う
だ
。

「
明
日
へ
！
神
戸
」

名
古
屋
戦
勝
利
の
翌
日
、
西
神
南
の
い
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｢ いつでも出られる状態にある」と和田選手（左) 。デンマーク代表チームのヨハンソン監督（左）は（ラウドルップとピッケルの取材をするデンマークのテレ
牛尾淳アナウンサー（右）クスター監督（中）とも旧知の仲ビ局

ｰ
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同
期
で
Ｊ
リ
ー
グ
で
の
経
験
も
豊
富
だ
。

そ
の
和
田
の
名
前
は
名
古
屋
戦
で
は
メ
ン

バ
ー
表
に
な
か
っ
た
。
サ
ブ
と
し
て
も
は
い

っ
て
い
な
か
っ
た
。
和
田
は
歴
史
的
な
１
勝

を
ピ
ッ
チ
で
は
な
く
、
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

の
ブ
ー
ス
で
味
わ
っ
て
い
た
。

和
田
は
「
Ｊ
リ
ー
グ
に
帰
っ
て
き
て
、
試

合
に
出
ら
れ
な
い
の
は
正
直
い
っ
て
寂
し

い
。
し
か
し
サ
ッ
カ
ー
と
い
う
の
は
ｎ
人

だ
け
で
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
チ

ー
ム
と
し
て
は
誰
が
出
て
も
職
力
が
落
ち

な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
。
先
は

長
い
し
、
自
分
と
し
て
は
い
つ
で
も
出
ら

れ
る
状
態
に
あ
る
し
、
ま
っ
た
く
心
配
し

て
い
な
い
」
と
私
に
心
境
を
話
し
て
く
れ

た
。私

も
ひ
い
き
目
で
は
な
く
、
必
ず
や
和

田
の
力
が
必
要
に
な
る
時
が
来
る
と
信
じ

て
い
る
。

楽
し
め
る
サ
ッ
カ
ー
、
勝
つ
サ
ッ
カ
ー
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
サ
ッ
カ
ー
、
ベ
ス
ト

を
尽
く
す
サ
ッ
カ
ー
を
サ
ポ
ー
タ
ー
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
い
う
バ
ク
ス
タ

ー
監
督
。

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
の
航
海
は
こ
の
先
は
た
し

て
ど
ん
な
航
海
に
な
る
の
か
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
片
隅
か
ら
「
ま
だ
ま
だ

冷
静
さ
と
集
中
力
が
必
要
」
と
い
う
中
村

勤
強
化
部
長
の
鋭
い
視
線
が
向
け
ら
れ
て

い
た
。「

明
日
へ
！
神
一
Ｅ

ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
は
明
日
に
向
か
っ
て

確
実
に
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
／
中
谷
吉
隆
・
新
関
雅
士

森
田
篤
志
・
米
田
英
男

協
力
／
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

- ］Ｉｌｌ』
伽
Ｐ

】－
１
１
１
画

一
黛
跨
割

エ
蕪

局■

ぶ
き
の
森
に
あ
る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
の
練
習
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
訪
ね
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
の
テ
レ

ビ
局
と
ス
イ
ス
の
雑
誌
社
が
取
材
に
来
て

い
た
。
日
本
の
Ｊ
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
て

い
る
母
国
の
ス
タ
ー
で
あ
る
ラ
ウ
ド
ル
ッ
プ

と
ピ
ッ
ケ
ル
の
取
材
を
す
る
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
日
の
試
合
を
観
戦
し
た
デ

ン
マ
ー
ク
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
首
脳
陣

の
顔
も
あ
っ
た
。
ラ
ウ
ド
ル
ッ
プ
だ
け
を

見
に
来
た
と
い
う
ヨ
ハ
ン
ソ
ン
監
督
は
ラ

ウ
ド
ル
ッ
プ
の
プ
レ
ー
に
つ
い
て
「
よ
く

動
い
て
い
た
し
、
有
効
的
な
パ
ス
を
出
し

て
い
た
。
代
表
と
し
て
プ
レ
ー
す
る
こ
と

に
何
の
問
題
も
な
い
」
と
満
足
気
だ
っ
た
。

そ
の
ラ
ウ
ド
ル
ッ
プ
も
含
め
前
日
試
合

に
出
場
し
た
選
手
た
ち
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

ス
ト
レ
ッ
チ
だ
け
で
、
こ
の
日
の
練
習
を

終
え
た
。
表
情
を
う
か
が
う
と
皆
一
様
に

引
き
締
ま
っ
た
表
情
を
し
て
い
た
。
ひ
と

つ
勝
っ
た
だ
け
で
う
か
れ
て
な
ど
い
ら
れ

な
い
と
い
う
気
持
ち
と
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
勝

つ
こ
と
の
難
し
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
ん
な
な
か
で
私
は
あ
る
一
人
の
選
手

の
こ
と
が
気
に
な
っ
て
い
た
。
和
田
昌
裕

で
あ
る
。

Ａ
Ｍ
神
戸
で
は
、
和
田
と
Ｇ
Ｋ
の
石
末

が
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神

戸
応
援
番
組
「
和
田
・
石
末
の
ヴ
ィ
ッ
セ

ル
・
ス
タ
ジ
ア
ム
」
を
毎
週
火
曜
日
夜
加

時
訓
分
か
ら
放
送
し
て
い
る
。
私
は
そ
の

番
組
の
担
当
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
い
う
こ
と

で
、
ど
う
し
て
も
二
人
に
関
し
て
は
入
れ

こ
ん
で
し
ま
う
。
和
田
は
永
島
、
石
末
と

１
９７

１

！

．

肖』
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は
札
ん
だ
音
を
た
て
て
開
い
た
。

扉
の
こ
ち
ら
側
が
薄
暗
い
闇
の
空
間
だ
っ
た
の
に
、
向
こ
う
側

は
光
の
洪
水
。
太
陽
に
照
ら
さ
れ
て
な
に
も
か
も
が
白
く
キ
ラ
キ

ラ
光
っ
て
い
る
。
ほ
ん
と
う
に
こ
の
光
は
パ
ラ
ダ
イ
ス
の
光
。
素

晴
ら
し
す
ぎ
て
、
そ
の
中
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
に
跨
跨
を
覚

え
る
。
彼
は
し
ば
ら
く
足
踏
み
を
繰
り
返
す
。
だ
が
、
三
十
六
歩

目
に
決
心
す
る
。

た
め
ら
い
な
ん
て
く
そ
く
ら
え
１
．

屋
上
に
立
っ
た
瞬
間
、
爽
や
か
な
風
が
吹
き
過
ぎ
て
い
く
の
を

彼
は
自
分
の
皮
膚
で
感
じ
た
。
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
大
気
な
ん
だ

ろ
う
。
こ
ん
な
上
等
の
風
が
吹
い
て
る
な
ん
て
。
地
上
に
い
て
は

絶
対
に
味
わ
え
な
い
。
風
は
甘
酸
つ
ば
い
カ
ル
ピ
ス
の
匂
い
さ
え

含
ん
で
い
る
。
こ
ん
な
に
お
い
し
い
空
気
が
あ
れ
ば
、
い
つ
だ
っ

て
腹
は
空
か
な
い
。
風
の
道
の
真
ん
中
に
立
ち
、
大
口
を
開
け
て

流
れ
て
く
る
空
気
の
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
ら
え
ば
い
い
ん
だ

か
ら
。
そ
う
。
彼
に
は
風
の
道
が
く
っ
き
り
と
見
え
た
。
薄
く
な

り
か
け
た
頭
髪
の
遥
か
上
空
で
交
差
す
る
二
十
三
本
の
道
。

彼
は
屋
上
を
歩
き
始
め
て
す
ぐ
に
ワ
オ
ー
ー
・
と
叫
ん
だ
。
昨
夜

の
雨
の
名
残
り
が
屋
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
に
点
々
と
水
溜

ま
り
を
つ
く
っ
て
い
た
の
だ
。
高
価
な
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー
ズ
を
履

い
た
彼
は
慎
重
に
ち
っ
ぽ
け
な
水
溜
ま
り
た
ち
を
避
け
た
。
そ
の

水
溜
ま
り
の
一
つ
に
ア
メ
ン
ボ
ウ
が
二
匹
浮
か
ん
で
い
た
。
発
見

の
喜
び
に
、
ワ
ォ
ー
！
と
彼
は
ま
た
叫
ん
だ
。
ど
こ
か
ら
や
っ
て

き
た
の
だ
ろ
う
？
空
か
ら
か
、
そ
れ
と
も
自
然
に
発
生
し
た
の

か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
ゴ
ミ
で
は
な
く
、
ア
メ
ン
ボ

ウ
に
は
間
迷
い
な
い
。
自
分
で
し
っ
か
り
と
動
い
て
い
る
の
だ
か

ら
。
り
っ
ぱ
な
奴
ら
だ
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で
進
出
し
て
く
る
な

ん
て
。
き
っ
と
勇
気
が
い
っ
た
に
違
い
な
い
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス

ピ
リ
ッ
ト
、
開
拓
者
魂
を
も
っ
た
ア
メ
ン
ボ
ウ
に
万
歳
！

彼
は
、
コ
ッ
ト
ン
パ
ン
ッ
の
尻
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
ウ
ィ
ス
キ
ー

の
ポ
ケ
ッ
ト
瓶
を
取
り
出
す
と
、
キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
、
そ
の
ま
ま

ぐ
い
つ
と
口
に
運
ん
だ
。

１
９９

１

彼
は
机
の
引
き
出
し
か
ら
天
国
の
扉
の
鍵
を
取
り
出
し
た
。
：

．
．
：
天
国
？
そ
う
。
彼
の
住
む
ア
パ
ー
ト
で
は
、
屋
上
の
こ
と

を
み
ん
な
が
そ
う
呼
ん
で
い
た
。
ア
パ
ー
ト
の
住
人
は
み
ん
な
愚

か
で
尊
敬
で
き
る
連
中
だ
っ
た
。
そ
の
日
、
彼
は
屋
上
へ
続
く
ひ

び
割
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。
な
ぜ
か
っ

て
？
天
気
が
よ
か
っ
た
か
ら
。
階
下
で
の
生
活
に
煮
詰
ま
っ
た
か

ら
。
或
い
は
、
虫
の
知
ら
せ
と
い
う
や
つ
。
ど
れ
だ
か
彼
に
は
は

っ
き
り
と
説
明
は
つ
か
な
か
っ
た
が
、
と
に
か
く
何
か
が
彼
を
屋

上
に
誘
っ
た
の
だ
。

緑
の
ペ
ン
キ
が
半
ば
剥
げ
落
ち
て
内
側
の
錆
び
つ
い
た
金
属
が

覗
い
て
い
る
天
国
へ
の
扉
。
重
さ
二
ト
ン
は
あ
る
だ
ろ
う
重
厚
で

崇
高
な
扉
。
そ
の
前
の
二
メ
ー
ト
ル
四
方
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
煙
草

の
吸
い
殻
や
シ
ン
ナ
ー
遊
び
に
使
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
や
使
用
済

み
の
コ
ン
ド
ー
ム
や
乾
い
た
人
糞
が
散
ら
ば
り
、
小
便
の
臭
い
が

ぼ
ん
や
り
と
立
ち
込
め
て
い
る
。

い
つ
も
の
聖
域
の
風
景
。

彼
は
こ
の
光
景
を
何
枚
も
写
真
に
と
っ
て
ア
ル
バ
ム
に
収
め
て

い
た
。
部
屋
の
壁
に
も
引
き
伸
ば
し
た
写
真
を
何
枚
か
飾
っ
て
い

た
。
写
真
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
つ
け
る
た
め
に
、
ア
ン
モ
ニ
ア
も
振

り
か
け
た
。

も
ち
ろ
ん
、
扉
の
周
り
の
ひ
び
割
れ
た
壁
は
、
抽
象
か
ら
具
象

ま
で
様
々
の
ス
タ
イ
ル
で
描
か
れ
た
性
器
や
性
交
の
絵
で
埋
ま
っ

て
い
る
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥
き
出
し
の
天
井
か
ら
は
一
応
裸
電

球
が
一
つ
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
が
、
こ
い
つ
は
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ

て
も
、
も
ち
ろ
ん
電
気
は
つ
か
な
い
。
こ
こ
は
そ
ん
な
や
わ
な
場

所
じ
ゃ
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
の
辺
り
の
暗
闇
が
嫌
い
な
ら
、
辺
り

を
這
い
回
る
蝦
し
い
数
の
蜘
妹
や
ゴ
キ
ブ
リ
が
嫌
い
な
ら
、
こ
こ

に
は
こ
な
い
ほ
う
が
い
い
。
彼
は
し
か
し
こ
の
場
所
を
こ
よ
な
く

愛
し
て
い
た
。
彼
だ
け
で
な
く
こ
の
ア
パ
ー
ト
の
連
中
は
み
ん
な
。

こ
こ
に
立
つ
と
、
バ
ロ
ッ
ク
の
調
べ
が
頭
の
中
に
響
き
始
め
る
。

あ
あ
、
な
ん
て
天
国
の
入
り
口
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
な
ん
だ
ろ
う
。

錆
び
つ
い
た
鍵
を
回
し
、
ノ
ブ
を
掴
ん
で
外
側
に
押
す
と
、
扉
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か
し
、
こ
の
勇
気
あ
る
二
匹
に
は
悲
惨
な
運
命
が
待
っ
て

直
視
で
き
な
い
ほ
ど
激
し
く
照
り
つ
け
る
光
。

し
ま
う
だ
ろ
う
。

の
ま
ま
続
く
と
、

い
る
の
だ
か
ら
。

い
る
だ
ろ
う
ｃ

し ア
メ
ン
ポ
ウ
に
乾
唇
杯
！

保
証
し
て
い
い
。
そ
う
な
る
と
、
ど
う
な

る
？
ア
メ
ン
ポ
ウ
に
は
ク
モ
や
糸
ト
ン
ボ
に
変
わ
る
し
か
道

は
な
い
。
．
…
．
．
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
の
か
も
し
れ
な

い
が
。
勇
気
あ
る
、
し
か
し
不
幸
な
ア
メ
ン
ポ
ウ
に
乾
杯
１
．

彼
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
を
一
呑
み
し
、
偉
大
な
ア
メ
ン
ボ
ウ
た
ち

に
称
賛
の
言
葉
を
吐
き
、
称
賛
の
踊
り
を
踊
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

自
家
製
の
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ダ
ン
ス
。
彼
は
ス
キ
ッ
プ
を
踏

み
、
横
に
伸
ば
し
た
腕
を
上
下
さ
せ
な
が
ら
、
水
溜
ま
り
の
周

囲
を
左
回
り
に
く
る
く
る
回
る
。
途
中
で
少
し
タ
ッ
プ
も
踏
ん

で
み
る
。
そ
の
ほ
う
が
少
し
変
化
が
…
…
し
か
し
、
彼
は
立

ち
止
ま
る
。
ど
う
し
て
も
っ
と
き
ち
ん
と
タ
ッ
プ
を
習
わ
な
か

っ
た
ん
だ
ろ
う
。
も
っ
と
タ
ッ
プ
を
き
ち
ん
と
踏
め
た
な
ら
俺

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
カ
メ
ル
ー

ン
や
象
牙
海
岸
で
タ
ッ
プ
の
踏
め
る
日
本
語
教
師
と
し
て
売
り

出
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
で
ダ
ン
ス
な
ん
て
踊
っ
て
い
っ
た
い
何
に
な

る
の
？
別
れ
た
女
房
の
サ
キ
な
ら
必
ず
そ
う
言
う
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
何
の
意
味
も
な
い
。
で
も
、
何
の
意
味
も
な
い
こ

と
で
も
や
り
た
く
な
る
時
も
あ
る
の
だ
。
あ
い
つ
に
は
そ
れ
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
あ
い
つ
は
生
ま
れ
つ
き
右
足
が
不
自
由
だ

っ
た
が
、
素
晴
ら
し
い
脚
線
美
を
持
っ
て
い
た
。
な
の
に
、
あ

の
曲
が
り
く
ね
っ
た
心
は
な
ん
だ
．
．
・
・
・
・
馬
鹿
野
郎
Ｉ
天
国

は
二
物
を
与
え
ず
だ
。
く
そ
！
く
そ
ｌ
く
そ
！

怖
き
加
減
の
心
の
ま
ま
彼
は
屋
上
の
床
に
目
を
や
る
。
天
国

の
床
に
は
、
あ
ち
こ
ち
大
き
な
亀
裂
が
走
っ
て
い
る
。
こ
の
間

の
馬
鹿
で
か
い
地
震
の
せ
い
だ
。
あ
の
地
震
は
こ
の
街
の
至
る

所
に
亀
裂
を
走
ら
せ
た
。
居
酒
屋
の
看
板
に
も
、
保
育
園
児
の

小
さ
な
魂
に
も
、
百
歳
を
越
す
老
人
の
背
中
の
酒
に
も
、
厚
化

粧
の
女
の
顔
面
に
も
。
あ
の
地
震
の
後
す
ぐ
、
こ
の
ア
パ
ー
ト

は
全
壊
と
認
定
さ
れ
た
。
天
下
晴
れ
て
『
全
壊
』
。
そ
れ
で
も
ア

空
か
ら
こ
ん
な
に
激
し
く
太
陽
が
照
り
つ
け
て

こ
の
状
態
は
ア
メ
ン
ボ
ウ
に
と
っ
て
最
悪
だ
。

そ
の
う
ち
水
溜
ま
り
は
完
壁
に
干
か
ら
び
て

こ
ん
な
の
が
こ

け
て
い
る
。
こ
の
屋
上
、
つ
ま
り
天
国
も
同
じ
こ
と
。
こ
の
幾

何
学
模
様
の
亀
裂
た
ち
を
見
よ
。
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
ー
集
合
の
よ

う
な
亀
裂
た
ち
を
見
よ
。

彼
は
亀
裂
の
一
つ
に
近
づ
き
、
床
に
腹
這
い
に
な
っ
て
そ
の

中
を
の
ぞ
き
込
む
。
水
も
ア
メ
ン
ボ
ウ
も
な
か
っ
た
が
、
代
わ
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パ
ー
ト
は
倒
れ
ず
に
い
て
、
み
ん
な
そ
の
ま
ま
住
み
続
け
て
い

る
。
部
屋
の
壁
や
天
井
や
廊
下
や
階
段
、
と
に
か
く
至
る
所
に

亀
裂
が
走
り
、
至
る
所
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
崩
れ
落
ち
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
何
の
手
も
加
え
ず
に
み
ん
な
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
続

１
１０１

１

達鍵

り
に
下
着
や
週
刊
誌
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
女
モ
ノ

の
ピ
ン
ク
の
パ
ン
テ
ィ
を
つ
ま
み
出
す
と
、
彼
は
匂
い
を
唄
い

だ
。
湿
っ
た
雨
の
匂
い
が
し
た
。
彼
は
そ
れ
を
尻
ポ
ケ
ッ
ト
に

押
し
込
ん
だ
。
こ
の
パ
ン
テ
ィ
を
サ
キ
に
郵
便
小
包
で
送
り
つ

け
て
や
ろ
う
。
あ
い
つ
は
き
っ
と
感
動
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

駄
目
？
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
き
っ
と
怒
り
狂
う

だ
ろ
う
。
で
も
、
天
国
の
パ
ン
テ
ィ
。
そ
れ
も
亀
裂
の
中
か
ら

見
つ
け
だ
し
た
や
つ
。
た
し
か
に
値
打
ち
は
あ
る
。
付
加
価
値

は
あ
る
。
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
局
部
に
磨
き
を
か
け
て
お
け
ば

さ
ら
に
結
構
。

彼
は
、
腹
這
い
の
姿
勢
か
ら
一
気
に
ぐ
い
つ
と
立
ち
上
が
り
、

直
立
猿
人
を
気
取
り
、
空
に
向
か
っ
て
大
き
く
欠
伸
を
す
る
。

そ
れ
か
ら
、
深
呼
吸
を
繰
り
返
し
、
酸
素
不
足
の
金
魚
の
よ
う

に
大
量
の
酸
素
を
吸
い
込
む
。

そ
の
時
、
風
の
音
に
混
じ
り
、
階
下
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が

立
ち
上
っ
て
く
る
の
に
彼
は
気
づ
く
。
音
楽
に
は
沈
み
下
降
し

て
い
く
も
の
と
、
高
み
へ
と
上
昇
し
て
い
く
も
の
の
二
種
類
が

あ
る
。
そ
の
分
岐
点
に
あ
る
の
が
彼
の
心
の
音
楽
だ
。
ア
パ
ー

ト
の
真
ん
中
の
階
に
い
る
彼
は
、
い
つ
も
混
沌
の
音
楽
を
奏
で

た
。
だ
が
、
今
の
彼
は
違
っ
た
。
彼
は
最
も
高
み
に
い
る
。
だ

か
ら
、
音
楽
は
ひ
た
す
ら
上
昇
し
て
く
る
の
み
。

い
い
の
だ
ろ
う
か
、
こ
れ
で
？
こ
ん
な
恵
ま
れ
た
環
境
に

自
分
が
い
て
本
当
に
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
こ
れ
は
幻
聴
で
は

な
い
の
か
？
本
当
に
現
実
の
調
べ
な
の
か
？

そ
れ
は
半
ば
祈
っ
て
い
る
よ
う
な
、
半
ば
叫
ん
で
い
る
よ
う

な
、
少
し
嘆
き
、
快
感
に
酔
っ
て
も
い
る
よ
う
な
奇
妙
な
調
べ
。

聞
い
て
い
る
だ
け
で
、
心
も
体
も
塩
漬
け
に
さ
れ
た
ナ
メ
ク
ジ

の
よ
う
に
溶
解
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。

こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
発
生
源
は
彼
の
隣
室
の
ア
ヒ
ル
飼
い

の
九
鬼
さ
ん
だ
っ
た
。
あ
の
人
は
い
つ
だ
っ
て
こ
ん
な
奇
妙
な

音
楽
に
浸
っ
て
い
る
。
独
自
の
音
階
に
独
自
の
リ
ズ
ム
。
一
種

の
呪
文
の
よ
う
な
、
一
種
の
読
経
の
よ
う
な
、
限
り
な
く
宗
教

に
近
い
音
楽
。
そ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
耳
を
傾
け
て
い
る
彼
の

脳
裏
に
別
れ
た
サ
キ
の
姿
が
浮
か
ぶ
。
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い
い
の
か
、
こ
れ
で
．
．
：
：

ま
あ
い
い
か
。
ま
あ
い
い
ん
だ
。
な
ん
と
か
な
る
さ
。
で
も
、

や
っ
ぱ
り
よ
く
な
い
。
サ
キ
は
出
て
い
っ
た
。
何
の
理
由
も
言
わ

ず
に
。
…
・
・
・
し
か
し
、
理
由
な
ん
て
必
要
な
い
。
そ
う
だ
。
そ

う
な
ん
だ
。
な
ん
と
か
な
る
、
す
べ
て
は
。
〈
以
下
次

岬. ･ 番唄７‘． ,

そ
れ
が
突
然
。

何
故
？

い
い
ん
だ
。
な
ん
だ
っ
て
い
い
ん
だ
。

彼
は
象
な
み
の
大
き
な
溜
め
息
を
つ
く
。
悩
め
る
象
。
そ
れ
は

あ
り
得
そ
う
な
気
が
す
る
。

何
と
か
し
な
き
ゃ
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
生
活
力
の
問
題

か
も
し
れ
な
い
。
現
状
打
破
。
な
ん
と
も
困
難
な
響
き
。
で
も
、

何
と
か
し
な
き
ゃ
。
だ
が
、
何
と
も
な
ら
な
い
。
ホ
ー
ム
レ
ス
を

や
る
に
は
そ
れ
だ
け
の
覚
悟
と
体
力
が
必
要
だ
。
で
も
、
そ
れ
は

本
当
か
？
彼
は
痛
め
な
い
よ
う
に
目
を
細
め
、
太
陽
が
ギ
ラ
ギ

ラ
光
る
空
を
眺
め
た
。
雲
の
か
け
ら
一
つ
な
い
。
完
壁
に
晴
れ
渡

り
、
青
く
澄
み
渡
っ
た
海
の
よ
う
な
空
。
じ
っ
と
見
て
い
る
と
、

重
力
の
法
則
に
逆
ら
っ
て
、
真
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
て
い
き
そ
う
な

1１１

彼
は
腕
時
計
を
見
る
。
午
後
二
時
。
今
頃
、
サ
キ
は
真
新
し
い

高
層
ビ
ル
の
三
階
に
あ
る
井
上
歯
科
の
治
療
室
で
、
不
自
由
な
足

を
引
き
ず
り
な
が
ら
懸
命
に
働
い
て
い
る
だ
ろ
う
。
懸
命
が
趣
味

の
女
性
。
青
白
い
蛍
光
灯
の
光
の
下
、
い
つ
だ
っ
て
手
の
震
え
の

お
さ
ま
ら
な
い
高
齢
の
先
生
の
助
手
と
し
て
、
歯
の
形
を
と
り
、

セ
メ
ン
ト
を
練
り
、
器
具
を
消
毒
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
と
り
…
．

．
、
あ
－
あ
。
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
生
活
と
は
こ

ん
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。
馬
鹿
み
た
い
に
派
手
な
結
婚

式
は
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
あ
っ
た
の
か
。
恥
ず
か
し
さ
を
味
わ

う
た
め
に
？
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
あ
の
馬
鹿
げ
た
結
婚
式
か

ら
ま
だ
幾
ら
も
た
っ
て
な
い
。
性
格
の
不
一
致
？
一
致
す
る
性

格
と
は
な
ん
な
の
か
？
性
の
不
一
致
？
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り

得
な
い
。
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
濃
密
な
セ
ッ
ク
ス
を
繰
り
返

し
て
い
た
の
だ
か
ら
。
互
い
に
く
た
く
た
に
疲
れ
る
ま
で
の
無
制

限
一
本
勝
負
。

ど
う
し
て
別
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
の
か
？
二
人
で
い

る
よ
り
一
人
の
ほ
う
が
本
当
に
自
由
な
の
か
？
た
っ
た
一
人
で

生
き
る
こ
と
は
つ
ら
く
は
な
い
の
か
？
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